
　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
暑
さ
の
到
来
と
と
も
に
秋
ま
で
の
期
間
で
、
急
な
天
候
の
変

化
で
特
に
気
に
な
る
の
が
、
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
。
通
勤
や
通
学
時
に
ぶ
つ
か
れ
ば
、

多
く
の
人
が
被
害
を
受
け
る
だ
け
に
、
事
前
に
注
意
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
。

気
象
関
係
者
は
近
年
、
そ
の
急
激
な
変
化
の
速
さ
に
も
着
目
し
て
お
り
、
日
々
の
企

業
活
動
で
も
、
入
念
か
つ
十
分
な
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

被
害
最
小
化
へ
対
策
国
交
省
、
Ｈ
Ｐ
で
公
開

土のうを設置することで都市の浸水を防ぐ

水位の急激な上昇はフェンス、樹木まで倒す

ゲリラ豪雨への備え

メーカー各社も機器・設備商品化

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月６日 木曜日 　　

　
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
は
、
都

市
部
の
し
か
も
非
常
に
狭
い

エ
リ
ア
で
、
短
時
間
に
驚
異

的
な
雨
量
と
な
る
現
象
を
指

す
。
主
な
要
因
に
は
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
挙
げ
ら

れ
る
ほ
か
、
都
市
部
で
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
土
壌
が
本
来
備
え

て
い
る
保
水
性
の
低
下
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

発
生
場
所
や
時
間
の
予
測
が

現
状
で
は
と
て
も
難
し
い
。

い
っ
た
ん
起
き
て
し
ま
う

と
、
例
え
ば
河
川
の
水
位
の

急
激
な
上
昇
に
よ
っ
て
、
付

近
の
交
通
機
関
や
各
種
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
だ
け
に
、
防
災
関
係

者
に
と
っ
て
は
頭
の
痛
い
問

題
だ
。

　
そ
し
て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

は
、
発
生
の
予
測
が
難
し
い

一
方
、
危
険
を
減
ら
す
た
め

の
「
対
策
」
は
待
っ
て
く
れ

な
い
。
現
在
、
そ
の
主
な
も

の
を
挙
げ
る
と

防
災
対
策

シ
ス
テ
ム
の
導
入

雨
水
貯

留
漕
浸
透
ま
す
な
ど
の
利
用

推
進

防
水
・
土
の
う
の
設

置
―
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
対
策
を
手
助
け

す
る
た
め
国
土
交
通
省
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｈ

Ｐ

上
に
国
と
し
て
の
支
援

策
を
ま
と
め
、
公
開
し
て
い

る
。

　
そ
こ
で
は
、
関
係
部
門
別

に
わ
か
れ
て
い
た
水
害
や
土

砂
災
害
の
関
係
施
策
情
報
を

「
台
風
期
に
向
け
た
水
害
・

土
砂
災
害
へ
の
備
え
」
と
し

て
一
括
閲
覧
が
可
能
。
国
交

省
の
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
右
上

に
あ
る
「
災
害
・
防
災
情

報
」
に
も
リ
ン
ク
。
企
業
の

防
災
担
当
者
が
参
考
に
で
き

る
機
能
と
し
て
は
、
洪
水
予

報
や
Ｘ
バ
ン
ド
Ｍ
Ｐ
レ
ー
ダ

ー
の
ほ
か
、
高
潮
・
土
砂
災

害
な
ど
地
域
情
報
を
検
索
で

き
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
掲

載
し
て
い
る
。

　
ま
た
国
交
省
で
は
、
近
年

の
都
市
部
で
の
集
中
豪
雨
の

多
発
化
に
よ
る
被
害
の
頻
発

を
重
視
。
そ
の
被
害
を
最
小

化
す
る
た
め
に
は
、
地
方
自

治
体
に
関
係
住
民
も
巻
き
込

み
、
効
率
的
な
ハ
ー
ド
対
策

の
整
備
に
加
え
て
、
ソ
フ
ト

対
策
ま
で
を
加
味
し
た
ト
ー

タ
ル
な
施
策
を
推
進
し
て
い

く
方
針
。

　
こ
う
し
た
各
方
面
で
の
動

き
を
受
け
メ
ー
カ
ー
各
社
で

も
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
て
も
、
各
種
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
数
多
く
抱
え
て
い
る

地
方
自
治
体
や
、
寸
時
も
そ

の
活
動
を
止
め
ら
れ
な
い
企

業
向
け
に
、
一
歩
先
を
行
く

研
究
開
発

Ｒ
＆
Ｄ

や
商

品
化
に
余
念
が
な
い
。
最
近

で
は
、
気
象
庁
が
適
時
に
情

報
を
更
新
し
て
い
る
気
象
情

報
を
分
析
、
雷
や
積
乱
雲
の

動
き
を
細
か
く
表
示
で
き
る

よ
う
工
夫
す
る
機
器
も
発
表

さ
れ
た
。

　
建
材
メ
ー
カ
ー
の
文
化
シ

ヤ
ッ
タ
ー
で
は
、
建
物
へ
の

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
開

口
部
に
設
け
ら
れ
た
シ
ャ
ッ

タ
ー
に
設
置
す
る
簡
易
型
止

水
シ
ー
ト
「
止
め
ピ
タ
」
を

発
売
し
て
い
る
。

　
同
製
品
は
作
業
す
る
際
の

手
順
を
簡
略
化
す
る
こ
と

で
、
５
分
間
と
簡
単
に
ス
ピ

ー
ド
設
置
で
き
る
の
が
特

徴
。
重
さ
が
最
小
で
は
５

、
最
大
で

と
軽
量

化
し
た
ほ
か
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
収
納
で
持
ち
運
び
も
容

易
。
土
の
う
は
通
常
一
つ
の

重
量
が
約

と
重
く
、

設
置
す
る
際
の
手
間
と
時
間

が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
。
そ
れ
を
軽
量
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
設
置

を
実
現
。
止
水
性
能
で
も
、

土
の
う
を
使
っ
た
場
合
と
比

較
す
る
と
約

倍
以
上
の
止

水
性
能
を
発
揮
す
る
。
同
社

で
は
今
後
も
商
品
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
都
市
部
の
浸
水
対
策
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
進
め
る
考
え
。

　
ま
た
シ
バ
タ
工
業

兵
庫

県
明
石
市

の
シ
ー
ト
式
防

水
扉
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
シ
ー

ル
ド
・
ラ
イ
ト
」
は
、
工
具

を
一
切
使
わ
ず
、
簡
単
に
組

み
立
て
が
可
能
。
高
強
度
・

高
耐
久
ゴ
ム
シ
ー
ト
に
よ
る

計
量
設
計
で
、
部
材
は
収
納

ボ
ッ
ク
ス
に
す
べ
て
収
ま
り

景
観
を
損
な
わ
な
い
。
地
下

鉄
や
地
下
街
の
出
入
り
口
を

は
じ
め
、
設
置
場
所
に
合
っ

た
サ
イ
ズ
・
形
状
で
設
計
製

作
。
故
障
が
少
な
く
、
電
力

が
な
く
て
も
作
動
す
る
ゴ
ム

袋
体
式
防
潮
扉
な
ど
も
用
意

す
る
。

　
研
究
機
関
を
巻
き
込
ん
だ

動
き
と
し
て
は
、
情
報
通
信

研
究
機
構
　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　大

阪
大
学
・
東
芝
の
３
者
は
こ

の
ほ
ど
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜

巻
を
観
測
す
る
「
フ
ェ
ー
ズ

ド
ア
レ
イ
気
象
レ
ー
ダ
ー
」

を
開
発
、阪
大
吹
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
試
験
観
測
を
開
始
。

３
者
は
航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル

な
ど
飛
翔
体
の
検
出
に
使
わ

ひ
し
ょ
う

れ
る
、
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ

と
呼
ば
れ
る
レ
ー
ダ
ー
を
気

象
観
測
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
迅
速
な
察
知
を
実
現
し

た
。
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を

使
い
少
な
く
と
も
７
分
程
度

は
必
要
だ
っ
た
３
次
元
構
造

の
観
測
時
間
が
、

―

秒

に
短
縮
し
た
。
吹
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
性
能
評
価
試
験
を
兼

ね
た
観
測
を
続
け
て
お
り
、

気
象
予
測
の
高
精
度
化
や
、

局
所
的
・
突
発
的
に
起
こ
る

気
象
災
害
の
前
兆
の
検
出
に

役
立
て
て
い
く
と
い
う
。

　
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

に

よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
第
４
次

評
価
報
告
書
統
合
報
告
書
で

も
、
気
候
変
動
に
よ
り
、
大

雨
の
頻
度
増
加
や
台
風
の
激

化
へ
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
都
市
部

で
の
集
中
的
な
大
雨
で
あ

る
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
に

よ
る
浸
水
防
止
対
策
は
、
東

京
都
の
中
で
も
五
つ
の
自
治

体
が
助
成
金
制
度
を
採
用
す

る
な
ど
、
今
後
と
も
各
方
面

の
注
目
を
集
め
そ
う
な
情
勢

だ
。
メ
ー
カ
ー
で
も
さ
ら

に
、
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
Ｒ
＆
Ｄ
や
商
品
開

発
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠

と
な
る
の
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。


